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定時制高校生における生活実態と学校適応感との関連
――学校適応感尺度 ASSESS による検討――
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　本研究は，定時制高校における学校生活に関する認知（授業理解・学校満足）・仕事の有無などと
学校適応感との関連を明らかにすることを目的とした。定時制高校の生徒 70 名（男子 38 名，女子 32 名）
を対象に，学校適応感尺度 ASSESS（Adaptation Scale for School Environments on Six Spheres）及び定
時制高校の学校生活，生活実態に関する質問からなる質問紙調査を実施した。結果として，授業理解
に関する認知と学校適応感の関連では，授業の理解度が低いと認知している生徒の方が，授業の理解
度が高いと認知している生徒に比べて学校適応感が高かった。また仕事の有無と学校適応感の関連に
ついては，仕事をしていない生徒の方が，仕事をしている生徒に比べて学校適応感が高かった。よって，
仕事をしながら学校に登校し学習する場合には時間的な余裕が少なく，加えて授業理解ができなくて
も教師や友人からのサポートを受けている可能性が示唆された。
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問題と目的

　高等学校の定時制課程は，「わが国にこれまでに
なかった全く新しい観点に立つ教育制度」として位
置づけられ，1948 年（昭和 23 年）の学校教育法制
定時より設置されている制度である（文部科学省 , 
2020）。この制度の創設趣旨は，中学校卒業後に勤務
等により全日制高校に進学できない青少年に，高校
教育を受ける機会を提供することである。学校教育
法第 4 条においては，「夜間その他特別の時間又は時
期において授業を行う課程」と規定されている。定
時制・通信制課程に学ぶ生徒の就労形態が多様化し
てきていたことを受け，1989（平成元年）4 月，従来「4
年以上」であった修業年限が「3 年以上」に弾力化
され，履修上無理がなければ，全日制課程と同様に

3 年での卒業が認められることとなった（文部科学省 , 
2013）。
　定時制高校（以下，定時制とする）においては，
不登校経験がある生徒，日本語運用に困難を抱える
外国籍の生徒，疾患や障がいがある生徒など，多様
な背景をもつ生徒が在籍していることが報告されて
いる（日本高等学校教職員組合定通部 , 2010）。近年
では，特別支援学校では取得できない高等学校卒業
資格を得る目的で，自力通学が可能な生徒に限り，
より高い配慮が必要とされる生徒も入学するケー
スが増加していると報告されており（文部科学省 , 
2020），結果として多様な生徒がクラス内に在籍して
いる現状であると考えられる。定時制のイメージと
しては，就労と学業の両立というイメージが先行し
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がちであるが，最近では人間関係の悩みや，身体的・
精神的事情から定時制高校を選ぶ生徒も一定数出始
めている。
　通信制高校を対象とした質問紙調査では，入学形
態と入学理由の関連，及びそれらと精神健康の関連
が検討され，「学力上の理由」「友人関係上の理由」

「前校での不適応」「心の病気」などの入学理由や入
学形態が関わっていたことが明らかになった（平部
他 , 2017）。渡邊他（2017）は，学校への適応感尺
度（大久保 , 2005），学校生活感尺度（大久保・青柳 , 
2004），日常生活スキル尺度（島本・石井 , 2006），
及び仕事への満足度等への質問紙を用い，定時制高
校生及び全日制高校生の学校適応への過程について
検討した。その結果，「日常生活スキル」及び「友人
関係」に加え，全日制では学習活動全般に対して肯
定的に捉えている生徒ほど学校へ適応している傾向
にあったが，定時制は教師や家族との関係を肯定的
に捉えている生徒ほど学校へ適応している傾向にあ
ることが明らかとなった。また，定時制は全日制よ
りも「日常生活スキル」が学校へ適応するために重
要であり，それらを用いて学校へ適応していること
が示され，全日制と定時制の学校への適応の仕方が
質的に異なることを指摘した。さらに，渡邊他（2018）
は，学校への適応感尺度（大久保 , 2005），学校生活
感尺度（大久保・青柳 , 2004），及び日常生活スキル
尺度（島本・石井 , 2006）を用いて学校への適応過
程を検討した。その結果，定時制高校生は，全日制
高校生に比べ，「学校への適応感」「日常生活スキル」

「友人との関係」が低い傾向にあったことが明らかと
なった。さらに，全日制高校生では学校へ適応する
と日常生活スキルが上がり，また学校へ適応してい
くというモデルが適合しており，学校へ適応してい
ない状態であると学習意欲がわかず，日常生活スキ
ルも上がらないということを示した一方で，定時制
高校生は，日常生活スキルと学校への適応の間には
相乗効果がないということが示された。続けて，渡
邊他（2024）は，全日制と夜間定時制及び多部制定
時制において，生徒の学校への適応感に対するソー
シャルスキル及び友人や教師との関係の交互作用効
果を検討した。その結果，課題・目的の存在がある
ことによる「充実感」に対して，全日制高校生ではソー
シャルスキルの高い生徒の方が「友人との関係」の
関連が強かったが，定時制高校生ではソーシャルス
キルの低い生徒の方が強かったことが明らかとなっ
た。つまり，定時制においては友人と良好な関係を
形成できれば，学校へ通う目的が明確になって充実
感が高まると考えられ，学校環境の違いによって友
人や教師との関係，学校への適応感の関連に対して
ソーシャルスキルの高さが果たす役割が異なること
を示唆した。これらの研究から，全日制と定時制の
学校環境の違いに関して，定時制の方が学校にいる
滞在時間が短いこと，特別活動が少ないこと，夜間

定時制は全日制に比べてクラスや学年の人数が少な
くクラスへの依存度が高いことなどに加え（渡邊他 , 
2018; 渡邊他 , 2024），定時制においては言葉遣いや
上下関係が厳しくないことが多いこと（青戸・村瀬 , 
2012）などが挙げられる。
　松井・阿形（2014）は，公立の定時制・通信制高
校の生徒を対象に，日常生活や学校生活の様子，小・
中・高それぞれの学校生活に対する満足度等を調査
し，それらが不登校経験の有無により差異が見られ
るかを検討した。その結果，学校生活に対する満足
度では中学校時代には不登校経験者と非経験者には
差が見られたが，高校になってからの差異は見られ
ず，不登校経験者であっても非経験者と同様の満足
感を得られていることを示唆した。さらに，中学校
時代には不登校などの不適応を示した生徒が，定時
制に入学後は友人や教師と良好な関係を形成し，学
校への適応感が高まった事例も複数報告されている
ことからも（例えば伊藤 , 2009），定時制の学校環境
や特徴を活かした支援を考案する必要がある。また，
これらの先行研究において，特に就労などの生活実
態についてはほとんど聞かれておらず，学業や対人
関係，就労などからなる定時制高校生の生活実態，
学校生活と学校適応感との関連を明らかにすること
が重要であると考えられる。
　山田（2023）は，2004 年から 2023 年までの定時制・
通信制高校での心理教育プログラムの実践研究につ
いて概観し，定時制・通信制高校の心理教育プログ
ラムの実践研究には，主に対人関係スキルの育成，
ストレスマネジメント，構成的エンカウンターによ
る実践が行われていることを示した。例えば，杉山
他（2023）は，定時制に通う生徒を対象に，援助要
請に関する心理教育と問題解決訓練によって構成さ
れたストレスマネジメントを実施した結果，対象者
全体に被援助に対する懸念・抵抗感の減少と，高う
つ高群において回避の減少傾向といった機能的変容
をもたらしたことを示した。一方，定時制高校生を
対象に，総合的な学習の時間に人形劇を用いたキャ
リア学習の授業を実践し，ソーシャルスキルと自己
肯定感が向上したことを明らかにした研究もある（小
坂・辰巳，2020）。
　教育現場において，生徒の主観的な学校適応感
を多面的・精緻に把握するための学校適応感尺度
ASSESS（Adaptation Scale for School Environments on 
Six Spheres; 以下，アセスとする）は，心理測定とし
ての精度が高く，学術的にも信頼できるとされてい
る（貴村・秋光 , 2024）。アセスは，石井他（2009）
によって開発された学校適応感の多面的な測定尺度
で，児童生徒の「主観的な学校適応感」を把握する
ために設計されている。この尺度では，まず生活全
体に対する満足度（生活満足感）を評価し，子ども
が日々の生活にどれほど喜びや楽しさを感じている
かを把握する。さらに，対人関係の適応として，担
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任の教師との良好な関係「教師サポート」や友人か
らの支援「友人サポート」を通して，周囲との関わ
りに安心感を持っているか，また子どもが積極的に
友人関係を築いたり，他者を支援する姿勢「向社会
的スキル」を有したりしているか，そして他者から
の否定的な関わりがないこと「非侵害的関係」も測
定対象となる。非侵害的関係を除いた 3 因子（教師
サポート・友人サポート・向社会的スキル）は「対
人的適応」としてまとめられる。最後に，学習面で
の適応度（学習的適応）を評価することで，子ども
が学習方法を理解し，学習への意欲を持っているか
を見極め，これらの項目を通じて，子どもの学校生
活全体における適応状態を多面的に捉えることがで
きる。
　東京都立大江戸高等学校（定時制課程）（2024）では，
生徒の学校適応感を把握するために，アセスを導入
している。新潟県立出雲崎高等学校（総合学科・職
業教育を含む）では，「生徒一人ひとりを伸ばし，輝
かせる教育の実現」に向けて，アセスを用いた学校
適応感の測定を実施している。職業科目を含む多様
な学習環境において，心理的支援を行うための基盤
として活用されている。この取り組みでは，生徒の「生
活満足感」「学習的適応」「教師サポート」など 6 因
子を偏差値で評価し，職業科目における学習困難や
対人関係の課題を早期に把握，支援計画に反映させ
ることで，年 3 回の測定を通じて進路選択や職業意
識の形成にも寄与している（新潟県立出雲崎高等学
校 , 2025)。
　本研究では，定時制高校生を対象に質問紙調査を
行い，学校生活について回答を求め，それらと学校
適応感との関連を明らかにすることを目的とする。
定時制高校生を対象にしたアセスの研究は少ないた
め，本研究では探索的に検討する。定時制の生活実
態と学校適応感との関連が明らかになることで，学
校ができる心理教育的な支援などの知見が得られる
と考えられる。

方　法

調査日時

　本研究は，2024 年 11 月 29 日から 12 月 3 日にか
けて行った。

調査対象

　本研究では，定時制に在籍する生徒 70 名を分析対
象とし，平均年齢は 17.7 歳（SD = 5.84）であった。
定時制には，留年，転入，再入学など多様な事情を
抱える生徒が在籍しており，実際の内訳は，高校 1
年生相当 52 名，17 歳 2 名，18 歳 5 名，20 歳 1 名，
25 歳 1 名，26 歳 2 名，27 歳 1 名，30 歳 1 名，35 歳

2 名，38 歳 1 名，40 歳 1 名であった。

質問紙の構成

　本調査では，フェイスシートにおいて，調査の目
的と内容を示し，同意の有無，調査対象者の性別，
年齢，学年について回答を求めた。次に，学校適応
感を測るアセス（栗原・井上 , 2010）への回答を求
めた。Table1 は，アセスの質問事項であり，「生活満
足感」「教師サポート」「友人サポート」「非侵害的関係」

「向社会的スキル」「学習的適応」の 6 因子，30 項目
で構成されていた。1「当てはまらない」から 5「当
てはまる」の 5 件法で回答を求めた。アセスは，教
育現場において児童生徒の適応感・満足度・社会性
など多面的な側面を把握できるツールとして活用さ
れている。アセスは，個人特性票・学級平均票・学
級内分布票・学級間分布票を作成することで，児童
生徒一人ひとりの学校適応を把握し，教室内での指
導に役立てたり，学級内や学年の相対的な位置を理
解したりすることができる。アセスの各因子におい
て，平均値 4.0 を基準とし，4.0 を下回るようであれ
ば適応状態が悪く，3.0 を下回っている場合は，早急
な支援が必要とされている（栗原・井上 , 2010）。本
研究は，学校適応感の全体的な把握を目的としたた
め，これらの個人特性票・学級平均票・学級内分布票・
学級間分布票は作成しなかった。
　最後に，日本高等学校教職員組合定通部（2010）
が作成した「定時制高校の生活実態にかかわる項目」
から学校生活に関する質問を行った。本研究では，
授業理解に関する認知，仕事の有無（内訳），学校生
活の満足度の 3 つに焦点を当てた。授業理解に関す
る認知では，「授業内容について理解できていますか」
という質問に対して「ほとんど理解できる」から「ど
の授業も全く理解できない」の 5 件法で回答を求め
た。仕事の有無に関しては，まず「仕事をしている」

「仕事をしていない」の 2 件法で回答を求め，さらに
内訳を聞いた。学校生活の満足度では，「現在この学
校に満足していますか」という質問に対して「大変
満足している」から「大変不満である」の 4 件法で
回答を求めた。

手続き

　第一著者が，対象校において「数学」と「情報」
の非常勤講師を務めていた関係で，その授業時間内
で質問紙調査への参加を依頼した。本研究では，事
前に学校長へ本調査の趣旨を説明し，正式な承諾を
得たうえで調査を実施した。調査対象者（生徒）に
も調査内容を説明し，同意を得たのちに，WEB 形式
による質問紙調査を行った。具体的には，学校のパ
ソコン室にて，調査 URL をアップロードし，情報科
の授業時間中に自記式で回答を行わせた。
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　なお，第一著者が授業担当者であることによる回
答への影響（バイアス）や権力関係への配慮として，
以下の点に留意した。調査は，授業の評価や成績に
は一切関係しないこと，回答は匿名で行われ，個人
が特定されることはないことを十分に説明した。さ
らに，調査協力は任意であり，回答しないことによ
る不利益は一切ないことを強調した。調査中は，第
一著者が個々の回答内容を閲覧することがないよう
配慮した。これらの対応により，調査環境における
心理的安全性を確保し，生徒が自由に回答できる状
況を整えた。

分析方法

　本研究では，授業理解に関する認知，仕事の有無（内
訳），学校生活の満足度の 3 つに焦点を当てアセスの
因子ごとに比較する。本論文の分析に用いた統計パッ
ケージは，IBM 社製 SPSS Statistics 28 である。

倫理的配慮

　神戸学院大学心理学部人を対象とする研究等倫理
審査委員会による承認を得たうえで実施した（承認
番号 24-4））。

Table 1
学校適応感尺度アセスの質問項目
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結　果

　まず，全体及び男女別の平均値を見ていく。「生活
満足感」では，全体 2.6（SD = 0.97），男性 2.4（SD 
= 0.98），女性 2.5（SD = 0.89），「教師サポ－ト」では，
全体 2.6（SD = 1.00），男性 2.4（SD = 0.97），女性 2.5

（SD = 0.88），「友人サポート」では，全体 2.5（SD = 
0.81），男性 2.3（SD = 0.81），女性 2.4（SD = 0.89），「非
侵害関係」では，全体 2.6（SD = 1.05），男性 2.6（SD 
= 1.1），女性 2.2（SD = 0.93），「向社会的スキル」で
は，全体 2.4（SD = 0.82），男性 2.1（SD = 0.76），女
性 2.6（SD = 0.69），「学習的適応」では，全体 3.3（SD 
= 0.78），男性 3.0（SD = 0.71），女性 3.5（SD = 0.65）
であった。上述のように，アセスの各因子において，
平均値 4.0 を基準とし，4.0 を下回るようであれば適
応状態が悪く，3.0 を下回っている場合は，早急な支
援が必要とされている（栗原・井上 , 2010）。 Table 2
は，アセスの因子別基準値ごとの人数を示している。

「学習的適応」以外は，約 7 割の生徒が早急な支援が
必要とされる 3.0 以下を下回っていた。つまり，今回
の定時制高校生の結果は，全体的に適応状態が悪い
ことが明らかとなった。続けて，性別によって有意
差があるかを検討するため，因子ごとに対応のない
t 検定を行った。その結果，すべての因子において性
別の有意差は見られなかった。

授業理解に関する回答別の生徒数

　次に，授業理解に関する認知によって学校適応感
がどのような違いが見られるかを検討した。
　Figure 1 は，授業理解に関する認知の回答別生徒
数を示している。「ほとんどの授業で理解できる」は
21 名，「ほとんどの授業でだいたい理解できる」は
21 名，「一部の授業で理解できないものがある」は
20 名，「あまり理解できない」は 3 名，「どの授業も
全く理解できない」は 5 名であった。つまり，半数
以上の生徒が授業を理解していることが示された。
人数が少なかったため，「ほとんどの授業で理解でき
る」及び「ほとんどの授業でだいたい理解できる」
と回答した人を理解高群（42 名），「一部の授業で理

解できないものがある」と回答した生徒を理解中群
（20 名），最後に「あまり理解できない」及び「どの
授業も全く理解できない」と回答した生徒を理解低
群（8 名）として分析を行うこととした。Table 3 は，
授業理解に関する認知別のアセスの平均値（標準偏
差）を表している。
　3 群におけるアセスの 6 因子の平均評定値に対し
て，1 要因 3 水準の分散分析を行った。その結果，「教
師サポート」，「友人サポート」，「向社会的スキル」，「学
習的適応」において群の効果が見られた。群の差に
ついて多重比較（Bonferroni法）を行った。「教師サポー
ト」においては，理解高群と理解中群の間に有意差
はなかったが，理解低群との間に有意差が見られた。
つまり，理解高群及び理解中群に比べて理解低群の
方が高かった（p < .05）。「友人サポート」においては，
理解高群に比べて理解低群の方が高い傾向が見られ
た（.05 < p < .10）。「向社会的スキル」，「学習的適応」
においては，理解高群と理解低群との間と，理解高
群と理解中群との間に有意差が見られた。つまり，
理解高群よりも理解低群の方が高く（p < .05），理解
高群よりも理解中群の方が高かった（p < .05）。

仕事の有無とアセスとの関連

　次に，仕事の有無とアセスの関連について検討し
た。「仕事をしている」と回答した生徒は 41 名，「仕
事をしていない」と回答した生徒は 29 名であった。
その内訳としては，「正規採用」が 3 名，「パート・
アルバイト」が 34 名，「家業の手伝い」が 5 名，「何
もしていない」が 25 名，「他の学校に通っており仕
事をしていない」が 1 名，「その他」が 2 名であった

（Figure 2 参照）。
　「正規採用」「パート」「家事手伝い」を合わせたも
のを仕事有群（41 名），「他の学校」「何もしていない」

「その他」を合わせたものを仕事無群（29 名）とした。
仕事の有無別にアセスの因子ごとの平均値を算出し，
その結果を Table 4 に示した。因子ごとに仕事の有無
によって有意差があるかを検討するため対応のない t
検定を行った。その結果，「非侵害的関係」及び「学
習的適応」においては，仕事有の生徒の方が仕事無
しの生徒より有意に高くなっていた（p < .01）。

学校満足度とアセスとの関連

　次に，学校満足度とアセスの関連について検討し
た。学校生活に関して「大変満足している」が 6 名，

「まあまあ満足している」が 45 名，「少し不満である」
が 15 名，「大変不満である」が 4 名であった（Figure 
3 参照）。「まあまあ満足している」「大変満足である」
と回答した生徒を満足高群（51名），「少し不満である」

「大変不満である」と回答した生徒を満足低群（19 名）
として分析を行った。学校満足度によるアセス因子

Table 2
アセスの因子別基準値ごとの人数
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Figure 1
授業の理解別人数（人）

0.04

0.12

0.08

0.03

0.13
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Table 3
授業理解別のアセス尺度得点の平均値（標準偏差）と 1 要因分散分析の結果

Figure 2
仕事の有無及びその内訳（人数 )

ごとの平均値を算出し，その結果を Table 5 に示した。
因子ごとに学校満足度の高低によって有意差がある
かを検討するため対応のない t 検定を行った。その

結果，3 因子（生活満足感，教師サポート，友人サポー
ト）において有意差が認められ，いずれも満足低群
の得点が満足高群を上回っていた（p < .05）。
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考　察
　まず，本研究では，主観的な学校適応感を測るア
セスのすべての因子において適応状態が悪いことが
示された。特に「学習的適応」以外の因子においては，
早急な支援が求められる基準であった。学校適応感
を測定した尺度は異なり，全日制のデータも取得し

ていないという違いはあるが，渡邊他（2018）が示
した定時制高校生の学校適応の低さを支持する結果
となった。本研究は 1 校 70 名の限定したデータでは
あるが，定時制高校生の学校適応についての知見を
少なからず得られた可能性がある。対象生徒の中に
は，不登校経験者や全日制からの転編入者が多く，
教育への信頼感や学校への所属意識が希薄になりや

Table 4
仕事の有無別のアセス尺度得点の平均値と標準偏差，t 検定の結果

Table 5
学校満足度別アセス尺度得点の平均値と標準偏差，t 検定の結果

Figure 3
学校への満足度別人数（人 )
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すい傾向があったことが考えられる。定時制は柔軟
な対応を重視する一方で，規律の緩さが生徒の自己
管理力の育成を妨げる可能性も指摘されている（渡
邊他 , 2024）。さらに，経済的困難や家庭環境の不安
定さ，就労との両立など，学校外のストレス要因が
多く存在することも，生徒の学校適応感に影響を及
ぼしていると考えられる。

授業理解に関する認知とアセスとの関連

　授業理解に関する認知とアセスの関連について，
「教師サポート」「友人サポート」「向社会的スキル」「学
習的適応」の 4 つの因子において，授業の理解度が
低いと認知している生徒の方が，授業の理解度が高
いと認知している生徒に比べて学校適応感が高かっ
たことが明らかとなった。つまり，授業理解に対す
る認知が必ずしも，「教師サポート」「友人サポート」

「向社会的スキル」「学習的適応」などの学校適応感
と一致しない可能性を示唆した。授業が理解できて
いない生徒の方が，教師や友人との関係が良好であ
り，社会的な関係を保つことができ，学習が分から
なくてもそれらをサポートしてくれる，あるいはサ
ポートをしてくれるだろうという期待を抱き，前向
きに高校生活を送ることができている可能性がある。
定時制は友人と良好な関係を形成できれば，学校へ
通う目的が明確になって充実感が高まることを明ら
かにした，渡邊他（2024）の研究と類似した結果となっ
た。中学時代には不登校などの不適応を示した生徒
が，定時制に入学後は友人や教師と良好な関係を形
成し，学校への適応感が高まった事例（例えば伊藤 , 
2009）からも，定時制が居場所として機能している
ことが考えられる。全日制と比べ，滞在時間が短く，
特別活動が少ないという状況で，さまざまな事情を
抱える定時制の生徒は周囲と絶妙な距離を保ちつつ，
居場所を確保しているのかもしれない。

仕事の有無とアセスとの関連

　仕事の有無とアセスの関連については，「非侵害的
関係」「学習的適応」において，仕事をしていない生
徒の方が，仕事をしている生徒に比べて学校適応感
が高かったことが明らかとなった。つまり，就労経
験が「非侵害的関係」や「学習的適応」といった学
校適応感の高さと関連するといったことが明らかと
なった。「非侵害的関係」は他者からの否定的な関わ
りがないこと，つまり対人関係に問題がないことを
示しており，就労経験が対人関係に良い影響を及ぼ
していることが示唆された。また「学習適応」は，
学習面での適応であり，生徒が学習の意欲を持って
いるかを捉える指標でもあることから，就労経験に
よって学習での目標設定がより明確になったことな
どが伺える。定時制は全日制よりも「日常生活スキ

ル」が学校へ適応するために重要であること（渡邊他 , 
2017），定時制高校生では日常生活スキルと学校へ
の適応の間には相乗効果がないということ（渡邊他 , 
2024）からも，学校外での就労経験が定時制高校生
の日常生活スキルを上げたということが示唆される。
定時制では学校内での滞在時間が少ないことからも，
学校外の生活が重きを占めることが考えられる。ま
た，これらのことからも，キャリア教育を単なる職
業理解にとどめず，社会性や自律性の育成の場とし
て再定義されるべき必要性が示唆された。さらに，
仕事をしておらず，「何もしていない」と回答した生
徒が一定数おり，定時制はそもそも学校での滞在時
間が少ないことからも，学校外での活動が乏しいこ
とが予測され，そのような生徒に心理的・社会的な
包括的な支援が必要であることが考えられる。

学校満足度とアセスとの関連

　学校満足度とアセスの関連については，「生活満足
感」「教師サポート」「友人サポート」において，学
校生活への満足度が低いと認知している生徒の方が，
満足度が高いと認知している生徒に比べて学校適応
感が高かったことが明らかとなった。学校環境の違
いからも，定時制高校生にとっての高校生活は生活
の中の一部であることが考えられ，学校生活への満
足度は低くても全般的な生活に対する満足感である

「生活満足感」は高いことが考えられた。あるいは，
生活に対する満足度は高いことで，学校生活への期
待値が低いことなども考えられる。「教師サポート」
では，学校への満足度が低くても，教師との関係性
は良好であり，対象校の教育相談，生徒指導などの
日常的な個別支援が機能している可能性がある。「友
人サポート」においても，学校生活全般への不満は
あっても定時制で得た対人関係に十分に満足してい
るのかもしれないことが考えられる。

本研究の課題と及び今後の展望

　本研究は，定時制に在籍する生徒を対象に質問紙
調査を実施し，学校生活の実態と学校適応感との関
連を探索的に検討することを目的とした。本研究で
は，定時制 1 校に在籍する 70 名の生徒を対象に調
査を実施した。定時制高校生は全国的にも数が限ら
れており，本データは貴重なものであるが，データ
数が少なく，1 校の限定された結果であることから，
定時制高校生の一般化には慎重な検討が必要である。
　一方で，渡邊他（2018）や渡邊他（2024）が指摘
したように，全日制とは質的に異なる，定時制なら
ではの学校への適応過程があることを十分に支持す
る結果となった。単なる学校環境の違いか，あるい
は就労，家庭環境，中学校までの経験などのさまざ
まな事情を抱える定時制高校生が，学校というもの



18 19

四元・道城：定時制高校生における生活実態と学校適応感との関連

をどのように位置づけているのかといったことにも
関連するかもしれない。これらの定時制高校生の日
常生活が，学校適応にどのような影響を及ぼしてい
るのかについては，さらなる研究が望まれる。
　さらに，今後，定時制高校生のそれぞれに異なる
日常生活に対応する意味でも，定時制高校において
アセスをセルフツールとして活用することが良いと
思われる。個人の適応状況を可視化することで，生
徒自身の内省を促し，支援の焦点を明確にすること
が可能となる。また，集団データを分析することで，
学年やクラスごとの傾向を把握し，学校環境の改善
に活かすことができる。例えば，「教師サポート」の
得点が全体的に低い場合には，教員との関係性を見
直す取り組みが求められるだろう。このように，ア
セスの活用は学校全体の環境改善への示唆を提供す
る可能性を有している。
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